
山町品川町r

奮
盆
駒
邸
平
磯
村
は

車

両

一

主

主

人

口

内

一

句

続

町

萄

崎
弘

w

n
治
の
み
園
町
札
v
'
a
A
す
る
上
品
叫
出
駒
山
町

?

f

a

i

l

 

ね

ば

な

?

と

a

L

て

r

-

z

今
闘
の
合
伊
は
嶋
E
」
の
怠
策
↑
叩
何
処
即

t

t

f

g

k

;

 

地

吉

的

確

立

の

き

つ

け

i

4
-
‘
の
之
、
わ
ね
ば
k
t
ぜ
董
返
上
却
制
大
安
寺
村
は

d-
i

l

E

哲

人

口

監

理

一

主

喜

一

人

口

一

一

六

=

玉

名

一

そ

し

て

哲

宮

市

の

E

t

-

-

一

?

I

T

F

F

F

1

。
企
サ
・

礎

化
館
副
珊
納
岨
万
作
a
A
H
υ
一
場
す
・
式
命
叩
守
W

E
p
n
管
省
明
A
せ
ら
れ
e
ム
会
終
剛
体
僑
U

ト
検
品
開
侵
陥
の
市
一
事
怒
土
廓
盲
衆
衛
“
"
は

t
E
i

z

z

聖

量

F

富

町

a

t

E

ψ

罪

ぶ

一

3
1ぃ
軍

事

人

一

川

町

一

凶

t

Z

る

刊

号

型

主

主

E

主

義

五

行

y

h

s

八
o

f

m

泉
町

ず
る
成
制め
合
温
n
m
他
陣
且
皐
ψ
闘
だ
め
ド
ト
ロ
幽
現
力
白
地
方
公
英
一
衛
町
名
之
省
の
よ
a
『
恥
従
僕
の
大
字
句

る
こ
!
を
目
的
と
L
&
k
a
m
制
改
憎
体
珍
樋
立
す
る
G
M
'
a
ム
2

@

H

r
叫

mhr

が
町
名
仁
q
M
R
L
}

川
A寸玉

事

z

i

;

ぉ

;
1・;
M

高

か

れ

V

E

S

た

め

a

z

E

E

E

る

B

1

2

6

4

5

E

を

そ

れ

市
町
制
高

z

z

t

?

留

の

君

主

2

A

i

i

i

z

高

す
y
S
ふ
h
t
L
そ
内
具
体
肉
体
少
形
氏
P
る
E
は
民
主
一

T
h
f

一
犬
繁
手
老
所
在
同
ぶ
-
k
p俗

化

じ

当

2

Z

s

i

g

-

-

4

一

E

E

i

j

i

i

i

i

 

一

Z

E

a

i

t

-

&

r

i

t

e

-

-

た

き

R

E

E

ぜ

E

L

E

t

-
会
等
也
管
a
E
Z
陣
内
ま
の
反
映
か
は
あ
る
が
こ
作
三
嶋
仁
私
大
一
p
a
-
-
め
易
実
-
m
V
献
金
の
霊
附
議
内
り
ふ
た
U

駒川
一首
符
省
と
L
一

千
台
録
十
ト
L打
a
れ
幽
地
方
他
方
わ
、

関
係
L
〈
i
も
る
・
な
ぜ
な
一
妙
之
之
4
・
に
a
w
人
の
宅
泊
が
C
は
r
，
。
駅

1
h行
か
訟
指
司

歯宅情it闘しム
r
鎗
匂
な
州
現
方
g
与
を
“
w
t
L
E
の
庫
健
字
協
令
素
化
し
宙
実
肉
化
L
ζ
符
〈
よ
た
2
m
現
住
勾
は
、
そ
の
よ
も

量一何釦Ftζ
伝

6
・
ド
育
也
軍
つ
な
合
巧
屯
、
る
か
ら
宅
I也
、
ぞ
れ
ド
居
じ
ζ
E
円
政
そ
色
白
原
附
島
守
山
m
M
職
ド
よ
る
R
a
冒
之

本一

S

こ
れ
を
耐
騰
す
る
に
地
万
台
あ
え
と
の
よ
号
危
伎
‘
金
一
の
‘
の
‘
恵
M
間
的
世
銀
術
的
た
h
う
も
の
は
m
ん
ど
な
〈
危
A
つ
一

杯
目
的
江
民
主
主
a
h
v
虫
色
る
r
〈
ず
旬
8
n
給
め
a
・
制
n
v
金
め
っ
と
行
〈
か
ら
で
咽
め
る
従
ッ
て
L
ま
っ
て
ー、
る
e
こ
れ
は
ー、

昼
，
伎
と
例
慣
之
穐
a
'
a
L
る
h
a
e
-
吃
も
・
A
n
ド
そ
れ
ψ
仁
実
織
に
志
向
酌
仕
切
・
aT
E
ラ
盆
や
も
E
〈
地
方
自
拾
の
豚

民
主
政
治
t
T
可
欠
長
守
主
主
で
聖
1
2
主
島
か
必
要
之
町
れ
る
よ
当
則
E
J
E
t
E
f

i

t

s

i

i

T

L

E

-

-

i

i

L

i

る

一

帯

ι
町
一
め
繍
"
を
・
寄
せ
し
め
る
-
M
R
や
る
、
急
降
寸
俊
也
L
入
札
管
費
め
C樹
m
L
よ
も
ヒ
も
曹
の
E
'
織
は
」
か
P
o
e
-
加
つ
一
そ
れ

寅
す
裏
側
の
様
良
め
ま
空
ゃ
あ
と
‘
ょ
、
と
L
3
E
n
民
的
人
依
も
a
，
L
L

叉
そ
の
よ
4
f
司
令
肉
帆
奮
U
M
一慢
の
一
ト
J
川

駅
め
「
M
代
、
一
政
治
の
艮
功
。
.
良
な
、
し
関
全
体
ド
対
司
る
賞
、
ー臨
時
刷
の
A
W俗
n
w
a
め
之
木
、
亀
側
か
ら
し
な
げ
れ
ば
ウ
i
p
夕
、
一
，
h

h
内
根
怪
人
4
t
h
A
「
t
e
hも
e
e
，
，
金
、
a
E
L
P
A
y
h
帽
?
Z
る

6-れ
わ町

民
肘
こ
L
、
2
3
r
、
る
・
穐
f
F
4
ー
、
古
品
、

色
合
主
相
官

が

c

i

t

t

F

L

Z

F

空

量

約

量

的

側

ド

E

霊
前

1

i

!

?

i

h
主

主

主

の

原

聖

者

L

t

i

F

M

J

f

の

、

f

i

t

-

F

R

i

t

-
B

E

t

s

2

2

5

1

T

E

J

L

Z

E

-

-

が

l

a

s

事

隠

れ

る

一

世

4

3

代
演
者
7
け
が
ζ
れ
仁
-
m
f
u
"
'
れ
る
だ
が
場
れ
わ
ふ
け
の
も
そ
れ
が
た
め
む
あ
る
こ
一
る
の
ポ
あ
円
E
備
関
心
で
あ

る
付
T
F
ω
主
主
演
T
L
C
M
-
縄
・
7
2
4
E
L
地
J
F
A
あ
自
宅
一
旬
Z
-
m
p
s
f
-
献

T
E
益
幅
慢
の
行
わ
主
主
t
f
t
i
u
m
h
u
住
民
2
8
T
n
一
裂
で
阻
害
品
量
わ
の

の
ほ
直
接
供
時
の
令
u
n
，
.
-
a
耳
寛
風
だ
と
、
町
駅
ド
日
待
G
M
治
の
賀
何
g
サ
ぺ
ど
れ
M
民
ド
，
一
特
記
二
包
め
省
の
・
中
継
'
h

i

e

-

E

F

1

6

7

Z

C

T

E

T

i

-

-

t

t

i

F

2

2

 

7

7

S

E

L

A

:

L

E

I

-

-

こ

こ

で

買

下

手

E

L

;

-
P

?

i

l

e

E

t

i

雪

亀

n

t

E

t

が

不

正

t

r

s

手

こ

と

比

定

け

里

震

の

富

で

華

僑

+乃のけ
g
Z
悠
持
宅
れ
る
の
山
台
.
，
L
m
aり
it
a
司
て
伐
M
K
L
W
外
万
円
一
刑
事
斜
角
‘
初
比
一一
住
民
、
〈
見
て
も
納
ま
ら
な
、
.
今

E

!

i

i

S

E

s

t

i

k

i

f

 

管
区
断
め
・
員
ょ
っ
t
T
e
釦
め
m
A
鑑
の
槍
置
と
L
て
訪
れ
わ
れ
牝
M
代
金
低
下
&
る
色
、
a
L
L
ι
一
個
程
ホ
抽
E
m
n
A
y
a
の
市
町

定
多
・
唄
a
m
a
z
ぱ
予
積
ふ
v
t
領
吟
か
必
っ
て
動
y
d
t
ムT
n
n
c
'
'
0
・
一
"
の
符
放
な
句
人
.
な
句
地

検
診
ι
之
I
J
G
M
a
閉
め
.
殿
修
合
は
ど
jh
c
s
Z
4
・
↑
野
崎
よ
〈
行
電
れ
J
b
人
民
大
一
方
援
金
の
鑓
同
R
句
に
渡
、
闘

札ぞっ〈るhcbdw“

.. H
h
w
a
v
v
像
度
予
B

住
民
が
双
一
会
e
m
M
同
大
余
白
E
u
--枇
一
企
を
嘗
せ
る
孟
需
仁
2
る
』
と

別
限
令
」
れ
喜
平
t
n
c
R
i
z
'
か
内
改
正
a
主
位
協
量
仁
一
括
t
、
2
2

I
L
i
-
-
て
}
型
2
2
4
な
-
a
t
m
〈
-
z
t
f
l
っ
て

略問中川

附 附 刷 nlSU酎

。7 鱗

東
市
平
城
大
安
寺
三
村
町
合
併
賞
現

サ
大
奈
良
市
建
設
へ

の
時
期
一
歩
ω

か
ね
f
h
か
ち
の
・
*
?
ふ
め
ま
し
乙
奈
島
市
に
瞬
-
a
p
る
一
辺
上
廊
大
費
地
可
制
覇
且

聖

書

署

長

筆

者

の

一
面
が
E
Z
一
言
=
月
五
回
芸
品

食
品
哲
也
吟
型
主
型
3
1
3
て
そ
れ
ぞ
れ
豪
語
白
人
全

れ
企
ま
し
た
・

だ民

白

治-
R
 

鴎
一

座

地
方
自
治
口

氏
量
殺
治
ω
彼
自
R
ω
学
椛

aTh 

甫震寄表1951年311151111l't

。
勉
方
自
治
会
a
ヨ

も
の

0' 

型

E

'

E

Z

F

若

手

書

官

t

i

e

察車市民だよ り

【前七銀】

..曙
山欄肌瓜吋，尿• .....~Å 川 尻'測.一

旬.鴫博聞冊野 脅'良‘.阿晦.

主需t百九品主
き121者持i
i!ifiiil 

柿ーEiiz;tiEi 
:li1131;;f 
.'樽も村のはの

長官主主EZ東Z者E
;戸、 l'，例憐市め尽に
匡"心旬な< .，市道
瓦存念 ( ''1' r~ 品

GiZ25賢績JZ草
え&洛司F

をどし東被
ゐ がての.高"粛
正男華虫
れ雌蕨刷

賞 。 H

isi 
ア" 街地 I

11祭摂;22it
代、代化砲の砂土枕ろら

の"し俸制..倉孟‘れ
突と入ζの腐、 時 < 
4ヒJ二つu警官立，色輔、
ψV 吋.~.'，I.乃食繊た

i!Eiiiiiii 

(
位

m
G
良
市
)

i
l
i
 

ド
市
川
っ
て
怨
跡
附
叫
償
訴
も
吃

‘剛一
0

・
鴨
輸
血
管
ら
れ
巾
の
わ
依

主
薗
帽
の
外
円
高
テ
向
費

用
i
よ
句
行
Z

「
h
k
h
Z
句
az

L
た
と
の
喜
の
壁
新

奈
良
市
車
交
正
ご
亭

主
人
U
2
凶
六
訓
告



itz-tm有

刀 け広陵旬
戸市，邸内 で、， ，町有 以孟し". す金司

事時 沼J j~ ;，'のでEM112み Z 十恵山るは嘗雪量お
153:kJnJSITziR8z円iz-U杭:?"号=育会もit純 izmft型ifhE特主計AAE主型査員通ま122量

?igtitEifiiTii品TJifi望ffiiliS55自li
i;iE tg:日ぷi515品ligitiFFfi総量tEFi
品目単語宍i幸53をねT22量azaMUT会主事t宮?E合it
仮事面C2473a毛主議、12長r高崩善説tヰLa2xh EZkf完

fiFiitpi-A1.131fiif14181252れきはkdaJ f主主弘主 Imt世ELZHi;:毛色村井Z勺ド

ヂ品;i351:t-1E3;S4iS191:ipibfg
utsilt;!41♂がfflliim:z;p-zて:;;

iiiii?;iiiij:13315i;;;:民主
iilif;ifiiii;i3tiii51i11iii;!if;!ii ;;?55 iii;ii!fifi1ii 
聖E占1ff場費量流 雪 害事そ埋ま日 ?引と減員のE-=E22ニ..孟 を官ぴ量ーし倉フ 券

信EFF324弘主主Tiは tE2Pl38T'=zzt02苦し "市 償 2町 、醐 GTE誌ド%以ESZZH鳴かiぴ1志向aE輪車mrzzZ7jma町詰 寄? 肌 町 e t竺号品集室tzf航空な

?協をよれiiiFEがE12iEfttt22282以型SK 品豊川税金持1S里z
fti?型iiiki:ぜF543325iizli171;ifihiR33i1LマiifEipit311!
dま3第SIE与ζ と で九ii三島外?tT組長、±f.Efl雪t主主iii1ミ 量約、 す 13RVL旬 保 十 一 治山

ii;!!ii!iij!iN!?;;i ji!jiijj;!iljjiii!i;ii jj!!!ji;;? 
抗告Zt市総担実情ZEflipi叫 iff主25di3ii::14す572EC出 2t事主手l

iiezztsiEEFii;世話i2421住除去!?titz'h:22t;14ぉiHii?;3jif
Mh45Mが吋igsi??jiEbtFぷjii担!;主将iiii1815JLi主1lii
fi35fii31514thF152Z52iiiii!??11F主tfJii?勺込山信号 212

11351ijtiii;!iiii思議;12官jGi
42!?i!iitEE iii治時2513fhtitiffiAiziiiii!?i

成功問IAL判山九 三ーと 3堅持明書
日/ ¥ if磁器!

.主=2主t手2
術大 ，まる ・1:主主iJESt 

ヘ

T
E
3
・E
凶
し
〈

頂
〈
の
と

T
E
e
-
J

R
磁
の
な
、
よ
号
に
す
る
の
主

語

E
自
主
にし怠

け
れ
ば
た
の
ま
せ
ん
そ

』
で

予

Z

F盛
(こ
れ
を

J
ゐ
一
一
で
昼
寝
量
号
の

E
1
言"がど…な
E
t
t
喜
色
、
、

1
J
Eの

男
医
院
一
ア
今
度
の
食
へ
智
正

z
t
t
l
E
q聞の

ass受
こ
れ
を

a
t

t
o
f
f
-
-空
品

2
2予

E
l
l
ve
r
t

沢
市
の
」
昭
和
一

j
p
t
i
h
--盆自
t
z
E高
官
は
か
つ
だ

F
1
2
1
2
;二一広一
E
i
f
-
-る

t
i主

凶
さ
れ
た
オ
日
ま
で
】

h
M
L
ど

W
一
が
そ
の
牧
人

i
2
K
L
C
総
が
町
々
ま
し
ょ

i

町、.

豊

の

中

堅

納

め

る

険

金

や

指

一

J

ょっ
C
繭
わ
れ
る
の
で
よ
さ
と

E
t人
勾
度
予

あなたの総は何に使われoか9

何年度の市世窃の内容はヲ

二
十
六
年
度

奈
良
市
強
引
川
内
椛
要

一一一
村
合
側
、
岡
部
位
設
問
予

三
月
甘
四
日
市
併
で
川
町
決

問)

醐

鋤

蜘

間

術

省

叫

闘

地

問

s
n刷舗
踊

m
a
&

総 w，帥

………一一山一議一

"繍附

'''.Mω 
札目測

、
機会債

市役所.

'購買

摘防費

土 木 費

t制作鶴間
liSr:1t利食
事 岬

't~m食事家賃

歓宵.

""f:lJ:lf附.
mlf 

初代健常生野

11 it建僻偏食

"綱， . 
]3 ~ ~除後

H ll' tt個 作 費

お調. ，挙資

' " 皆 依 拠

" 呪持.，麗句

泊施ヨ~ ~i 金

ゆ予備費

" 

百慢

9 

7 

， 

よ三

=る村
坦合
加11.斤
子に

1野

人)a 

• 



地
方
選
法
炉
内

、

選

学

進

輩

， ~ 

号だ民震予苓

ほ

f
l
i

t
t
g
s
E
S
E
 

地

h
霊
会
代
金
ま
倫ド

:
7
i
E
L
一
に

て円山内世書戸れるよ一

主
主
，
念
願
し
て
や
2

家

屋

市
民
税

ω

貨
体
調
査
始
ま
る

つ禽

子官庁Tud 
-船、仁ん τ屋

建i32
;>;"1 ヨE

24主語Z5 
3 の ，司見附 ζ 

， 2 1 lトそ倫相民 仇
月盗 めの Wjl ，~~

富崎市節J釦査
しIFJiR語
新級代交 f院のし伺

貴所 1-" 愛
:宅補 てまれ 9トナ殺"・K するか本 L

名よフ~ ，.， '瓜，
4・.q はじ

治
旬

・
ナ1

2
2
a
A
2
官

き
Ja
め
て
お
2
2方

は
主
事
め
に
な
っ
C

Lzh句集同名及び金位。腕

復
唱

2

A

H

拘省筆婦

か快
活後

此
柑
の
有
無

3一月十小
K
R

鋤
われたガ抗

5
5
i
2
4
 

2
3
T
Z併

4
現
金
支
型
Z
よ
る

家
例
反
日
し
織
間
宮
思
主

地
五
山
的
の
雌
虫
は

税

金

完

納

か

t
巾
椛
省
建
納
促
進
遜
動

脅さ'の古岡山mp
県
出
U

以計一酔酬い一曜日目れHH31]

?
m
e
閉
め
て
トt
E
2
の
維
大
Z
E
M

一

i

t

i

;

i

i

苦
号
T
E
t
t
・
寸
。

1

5

i

 

T
しまして
f
干
九
目

白
一

t
t
自各

E
T
P
士
M
t
a

官
官
苦
イ
d
m喜

けます・市川い凶町

高
温
岡
町

京米盆町

〔市
民
タ
ラフ
)

本
赤
二
開
制
吋
毎
月

i
げ
る
奈
良
市
世

2

E
自
白
C
た

ものであ旬。一個、愛

1

T

i

z

 

学的4bなっ亡お旬ま

す
・
1
t
s
g

a
u
ヶ
町
t
っ
t
f

F
Z
I
L
e
-
t
 

一
色
一
旬

ら

悶

E
E
L
S

a

宏一本之した統一的な銀総

主、

2
令市町
E
t

れぞれ崩事定
めて
」の

根
彼

Lbγ&してお
旬
室寸

神
宮
市
に

f
f
I

u
f
zh

f
i
 

LL
出
t
R
E
S

崎

ιvu円〉て
!hま寸が
、』
の

附書
F
つ
き
まLて続時

百温えます
・

一眉
尚人
ル
属幽伺穐

高
尚
人
通
貨
を
間
平
成

主
事
主
主
主
明

、.S
ん・

。出
動
方
志
望
通
事

の81ω
人に限って'り

た67hv仏してー、るがにけav

は誕の白れまぜん・

ニ属舗
の俵伶

2
h
E
P
2
5掛

て
里
代
人
は
E
と
し

て
認
め
ま
せ
ん
が
巳
E〈

他
人
l

量

I
t
F

E
f
i
・
慢

は
お
書
収
!
ょ
の
ぷ
人

民
君
主
主
納
得
わ

ゆ
た

F
苦
E
r
i

-
-
t
1
e
告
の

嶋も
?内J

U

凶絡でト!

。
百
三
人
一
型
こ
の
際

プゐ印や女"は受付
u

p--せ
A

・

。腕
t
i
t
L

a

一品積
L
て

m
A
Z
出

品
主
改
印
し
誌
か
ね
ば

なの
ません
-

-

喜
入
代
表
者
Z
E
一

盆ぴに担明

一寄煩幽a'血窃滑の胤剥明."宵仇珍γ

繭
僅

闘

ι
砂

v行危つた岨吻明合に
'z

芯

。士止人
品
の
E伐E斯EnE凶型仇九主勺i本刀こ↑

共同山#押金へ

“処誌怯誌柄

所i符zF継聖f叉5i“量首実苦院Eiのz瞬i車
一

の2i唱五訂世Eに詰R宮:コ3の自型1ai予主急

t
i
e
z
J
T
肉
声
に
わき
t
i
T
L
Z
?
?

。智紀所へ刷制した印鑑
ι
一れど畏ま
LたAt幻民共一られるよ奇心お阪、殺しぎ

脱
出
端
情
一
…
…
…
一
一
部
…
端
一
叶
判
官
主
U
J
1

1

Eのして

i
己
主
人
身
寄
り
の
t
f
x七
V
1
御
霊
長
、
L

j

j

i

 

2
4
c

d
E
 

。2

1

i

t

E

号
:
w
z
a
E
4

0

?
君
事
ψ
z
t

肱市 ETZ 
町高官

戸

籍

の
手

引

印

鑑

語

別

① 

従っとどのよ
42Hや
形

のも弓
P

あ勺恥

E
竺
0

・m紹
介

隠

一
軍
軍
品
会
主
E
F
置
と
な
る
t
n
勺

S

J

i

z:
自
1
2
す
る
品
罪

(
か
良
市
佐
野
符
刑
判
勿
省。こan別に
掴
つ的ゐ広&WP&旬きトヲがこ

戸
、
-
F
t
i
l
t
g
長
2

2

め
ま
}
3
2
3
b
拶
か
し
た
:
i
a
f
i
l
-

-
合
に
き
Z
E
Z
Z
T
通
L
U
r
f
A
型
入
カ
現
実
益
察
官
ず

J
1
3
2
わ
れ
る
7
2
S
E
E
-
z
p
f
p
し

の前
目撃で
η

朔隙ト限
つctM川尚bれい

K

則そ
れるζLCLM臥

M問。」色
X
9
ことに決

:
y
a
-
-
L
C
4
u
q
c
記
ん
で
t
手
記
さ
れ
た
よ
1
T
1
か

れ以
外向倫戸ゐ山って時制

O戸

別
訪
問
U

S

とAAMも聞重131、よ

T
主
t
雪
号
、
n
f
f
寸
問
幽
E損

Z
N
2
R
E
品
、

明

T

1

・

r

1

O
Z
E
と
し
て
の

含
み

thに
ω

刊し実
ltM憎げるよな

U
3
P
A

公明崎行
apし」

の

程

i
i
!・

駕
峰
。"泊'¥'! 

剣町
附札

" 眠れ
! • 隊

""宮

4学は

~ti lH が必要です

書句作運動を行ラ

ー
な
る
f
a
u
t
p

む
つ
E
a
f
i
-

-
E
1
2
え
は
ま

沼

ba
L
て
事
長
し
手・

何一川宅
轡の殿山山
μ

い
所
氏
名
号
煮
や

明量

4

調帆
」町四課ヘ



1951判)l15uO行

:EfiFl;HiiJCJiEf-A14tロfaaiEh?li;Eisd富士zsilimi船 長clitz;努31t2?E1聖1E22よ59i符ieuE霊iE4.hbPJ士11E翌日2士ι警告
;炉開業とひきZEFSEEtZmパfEfこさ首幸治】主唱のEEE土Z守Eド
511iiiis!i管;!iiili!?iiifii官iiii:iiiii!:;iiiiiiZi 
if締結iiiiil 盆 i;iji言語恋帯雨言語;:言語話器2S2ri里口問士標高話符 立iE1imSUMiutffz自A74stdSFEドYPEZE}坊

!151?ti;{iiiigs!Fii tii;!ii32ii詩;;ifi1i1;if!ii!識
に提 山 抱取"・，四 L しげ ，n~ ~'! ‘ 1ft:: な 4 闘がの合" 111 i1i' ・乙入車 樹 齢繍"喧 4健闘関や響の

Eitjifitilli主主凶 暴jt;;:fiii雪iifizifEP1213電話出EiiifE5i:5
1i!??!iiiiii!;54!?ifiii;ii i11ii:1;35i!;斜計1;iiippii
iipiiifji i !??主総?ii塁?i!;ii可F!?;;!;4111!!?ii;ii
制空42河11i口tB と!kfi州知IWWEth凶じ隠 れEtzhiiiFi?"草
川、 -wM川 崎um?HIi附iizぷ;射しは実情符ドマ ・Mmuh
ii必72H臣iiifit諮問!け;ti民PM;?55Hfiiihifjeiiij:l;!明iiit誠
司、や砲の ζ 必儒¥..t '" 腕 上~ W'f{lf ~ よ怖の崎礎苔雪 r、長引替と事留か 2ぞ舎とF42永s毒tFき た ζ 決型 ・〈にiznsP1213iiE臣ttEt ' T主立以tfigai51RdzJJ認めFれ手:£ 22ER?と円

;!i??iimizi iB!?iSBtiI;21i-92?85i5tiflょ;;tiB51iiiififi??:?iiiiji
れ品目FLlM54U5て?怜そがIE雪そ41:iit=2:2ibFt測:Ltazf1211Et引盟主IE占14吋砂川Lて川町 略 行 F 今の品川町 h ，LMU吋口和 .，<， ~to 目立 ・品、 agzL 刊行い訂作

品ii!tif!?i;iii;;ii;:;iiii2111;liiii!?;;;ii!iiiiii!iiiiliftl
if;iiiiiii;!ii;ii;』iii;;1j!ji!?iii1i;;iiiiiバTii;;:;if12ii;:iii
zuAしZ品川Ef員ASE2A鉱山iSTt2罰以凡32!日昔話帳t耕EAEaF?ifiyfz
itTiplsi;Fi;iE明手品川;;EiifiitEistJji:i1111iEドf伝言s!ziこ品目
しん"れふ ζ2泡のま'"賢治るれ威川家ま憶も章治な上のI書:吟え11作 のT望 む λ てて 3 t'裂の;，. 't<"情 γか務

効pii里EY24TtZ草It?tE41哩li 車工tziLSiq:izui 苦 ~1~Jji 去、 ULTt官主主z

33ii!iiiiiiif誇:i1i1iiiizi!?i!ili当相当1i!ljji!iii!ι
!izi主主主iiiiiii!jiii;iEijiiziliii堅1i!j1iiiiEit二一
18?授をきヲ?ttizzp=4512113518sci115::11iL許ifpiFE{biEff:I【fii絞ら【;

;lii;jjji!;ii;;;;!;55ij!!!!ii!;;;;jj!!;!;;1i!?!iii11!;;jii 
E22前波長Hft-12ahtFZ減益支盟主主型車autとiii皐号終ti世21biiumL・t.2手22tLf語、品主22fsrfA器官署;iiFlif型書EE主主主主tnzmiL31mdt

ね.t ¥ c大一"がL.22なtaEi河えL，1;. ¥ 叩 山 針 智 子 け 刊 ど はに仰と"!-"" 

i!ii:ji!iiii!i;iiiiifi?:iit;i;i;!?;iiiifiiii:ii 
131!ii;12iiiia;iii字ij;;;11i;iii;;!?:i!?;出ilii;
、UEEU与を， "なド. .~ 1， ~格上 lれ料ι 己主いた円喜左守及 主2鰭LjzUしγ31ZE
22F?Ziuzzitt E川喜2tztaA122;富 市 域 内!;sjiiit!iiij
，必嗣 e民書化 μぴ炭 念 、"時約 s 塁、も m 議宇治E完 ii~Ti ; 宅 EZZ 告主旨E五量~2hAL全ニー

一
奈
良
国
際
文
化
観
光
都
市

建
設
審
議
合
の

歩
み

一

tii 
、，

ft 
愛情

，附<¥ ~:ぐ問

tjj;ti 
ム (1.'.!をhia;誌
JI J) ~j 人参

度報煙

一

(<， りa だ民市• 秦第"多

品

毎

回
ま

Z
Z
B

T
E品
r
f
h
t


	東市、平城、大安寺三村の合弁實現　大奈良市建設への第一歩
	自治講座　地方自治は　民主政治の最良の学校
	二十六年度　奈良市豫算の概要　三村合弁、國都建設費等　三月廿四日市會で可決
	地方選挙の選挙運動につい
	家屋、市民税の實体調査始まる
	地方自治の確立は税金完納から　市税速納促進運動
	戸籍の手引①　印鑑證明の巻
	奈良國際文化觀光都市　建設審議會の歩み
	買春觀誘行爲等の取締絛例と警察取締の運營について　奈良市警察署

